
秦野煙草製造水車器械とその運転使用書 秦野市　石塚利雄氏蔵

秦野は1904（明治37）年の煙草専売法公布までは　民営煙草製造の一

大中心地であった　製造器械は母屋に隣接した作業所内に設けられ

分水路にかけられた水車で動かされた　写真の器械による製造高は

従来のものより約8倍も多い1人1日16．5㎏であった
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横浜の貿易商たち 横浜市図書館蔵

横浜が開港場となって貿易が始まると　全国から一獲千金を夢みる商人が続々
と集まってきた　これら冒険商人の成功組の横綱が原善三郎と茂木惣兵衛（の

ち保平）で　初期の横浜経済界に君臨した　ここに掲げた肖像集には　このふ
たりのほか若尾幾造・大谷嘉兵衛・小野光景・渡辺福三郎らの顔が見えている
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人車鉄道は明治の後半　東日本を中心に二〇余の路線が開始された　豆相人車

鉄道はそのひとつで　一八九五（明治二十八）年七月十三日　吉浜－熱海間の

営業を開始し　翌年三月に小田原－熱海間の全線が開通となり　両駅の間二十

五㌖を四時間前後で走った　全線の運賃は下等五〇銭で三等級制であった　運

賃だけでなく　接続列車の時刻も表示されている

豆相人車鉄道の時刻表小田原市　市川健三氏蔵
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京浜電気鉄道（現在　京浜急行）は　一九〇五
（明治三十八）年十二月二十四日には品川－神
奈川間の全通を達成した　この絵はがきは　
全通を記念して発行されたものである　入場
券は神奈川駅一九〇九年鎌倉駅一九一四（大
正三）年のもので日付スタンプは右から読む
注意書は明治初年の「…スベシ」の命令調か
ら候文に変わっている　明治末年以後の営業
政策の反映である

京浜電気鉄道全線開通記念絵はがきと官設鉄道神奈川・鎌倉両駅の入場券

小田原市　市川健三氏蔵

横浜市　長谷川弘和氏蔵
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序

神
奈
川
県
史
に

お
け
る
近
代
・

現
代
通
史
編
は
、

政
治
・

行
政
と
産
業
・

経
済
に

大
別
い

た

し

ま

し

た
。

こ

の

巻
は
、

そ
の

う
ち
の

産
業
・

経
済
の
上
巻
で
、

明
治
維
新
期
か
ら
第
一

次
大
戦
前
後
ま
で
の

産
業
・

経
済
、

県
財
政
の

推
移
を
取
り
扱
っ

て

お
り
ま
す
。

そ
の

間
の

農
林
・

漁
業
、

工
業
、

労
働
市
場
、

貿
易
、

金
融
、

海
陸
交
通
、

港
湾
及
び
県
財
政
に
つ

い

て
、

中
で

も
横
浜
港
の

貿
易
、

海
運
、

京
浜
工
業
地
帯
の

発
展
、

こ

れ
に
伴
う
経
済
の

動
向
等
、

こ

の

時
代
の

背
景
と
特
徴
を
つ

か
ん
で
叙
述
し
て
お
り
ま
す
。

こ

の

巻
の

刊
行
に

あ
た
り
、

数
多
く
の

調
査
や

困
難
な
執
筆
及
び
監
修
に

あ
た
ら
れ
た
皆
様
と
貴
重
な

資
料
の

提
供
に
御
協
力
下
さ
っ

た
方
々

に

対
し
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
三

月

神
奈
川
県
知
事

　
長

洲

一

二
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凡

例

一

　
本
巻
は
、

神
奈
川
県
史
通
史
編6

近
代
・

現
代
（

3

）
産
業
・

経
済1

と
し
て
、

明
治
維
新
以
降
ほ
ぼ
第
一

次
世
界
大
戦
（
一

九
一

四
－
一

八
年
）

前
後
ま
で

を
対
象
と
し
て

叙
述
し
た
。

一

　
人
名
で
は
、

敬
称
を
略
さ
せ
て
い

た
だ
い

た
。

そ
の

読
み
は
、

外
国
人
を
含
め
一

般
的
に

用
い

ら
れ
て
い

る
も
の

に

従
っ

た
。

以
上
に
つ

い

て
、

ご
了
承
を
え
た
い
。

一

　
地
名
は
、

原
則
と
し
て

記
述
さ
れ
て
い

る
時
代
の

用
例
を
用
い
、

そ
の

下
に

（
　
）
で

囲
ん
で

現
在
の

地
名
を
示
し
た
。

一

　
職
業
や
職
種
の

呼
称
等
歴
史
的
用
語
は
、

原
則
と
し
て

記
述
さ
れ
て
い

る
そ
の

時
代
の

用
例
に

よ
っ

た
。

一

　
年
号
は
、

明
治
五

年
（
一

八
七
二

）
十
二

月
三

日
に

太
陽
暦
を
施
行
し
て

明
治
六
年
一

月
一

日

と
改
め
た
時
ま
で
は
、

日

本
年
号
に

西
暦
を

（
　
）
で

囲
ん
で

示
し
、

そ
れ
以
降
は
、

西
暦
に

日
本
年
号
を
（
　
）
で

囲
ん
で

示
し
た
。

日
本
年
号
を
西
暦
で

示
す
場
合
、

実
際
に

は
年
数
に

ず
れ
の

あ
る
場
合
も
あ
る
が
、

と
く
に

年
月
日
を
換
算
し
て

記
述
し
た
場
合
以
外
は
、

現
在
の
一

般
の

慣
行
に

従
い
、

単
純
換
算
を
行
っ

た
。

一

　
神
奈
川
県
史
資
料
編
を
引
用
す
る
場
合
は
、

『
資
料
編
』16

近
代
・

現
代
（

6

）
一

五

の

よ
う
に
、

巻
名
と
資
料
番
号
（
必
要
に

応
じ
て
、

ペ

ー
ジ

数
）
を
示
し
た
。

一

　
本
巻
の

編
集
は
、

安
藤
良
雄
・

山
本
弘
文
・

丹
羽
邦
男
・

寺
谷
武
明
・

三

和
良
一

・

林
健
久
が
担
当
し
、

執
筆
に
つ

い

て

は
、

こ

の

ほ
か
に

専

門
研
究
者
の

協
力
を
得
た
。

監
修
は
、

安
藤
良
雄
が
当
た
り
、

全
体
の

統
一

・

調
整
を
行
っ

た
。
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表
紙
題
字
　
元
知
事
　
津
田
文
吾

目

次

序凡

例

は
じ
め
に

総

説

第
一

編
　
明
治
維
新
期
の

神
奈
川
県
経
済

第
一

章
　
維
新
期
の

農
林
業

第
一

節
　
概

観

一

　
一

般
的
な
特
色

対
象
と
す
る
地
域

畑
作
地
帯
と
し
て
の

特
色

二

　
農
業
形
態
に
よ
る
地
域
区
分

横
浜
隣
接
の

五
郡

内
陸
部
の

四
郡

相
模
川
以
西
四
郡

第
二

節
　
横
浜
隣
接
五

郡
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一

　
宿
駅
と
町
場

横
浜
周
辺
の

宿
駅

藤
沢
駅
西
村
の

職
業
構
成

橘
樹
郡
二

子
村
・

溝
ノ
口

村

二

　
農

村
溝
ノ
口

周
辺
の

農
村

第
五
区
三

番
組
諸
村
の

農
業

橘
樹
郡
末
長
村
の

農
民

北
綱
島
村
の

ほ
お
ず
き

幕
末
維
新
期
の

都
筑
郡
諸
村

寺
山
村

勝
田
村

上
白
根
村

岡
上
村
と
片
平
村

第
三

節
　
内
陸
部
四
郡

一

　
維
新
期
の

政
情

武
州
騒
動

荻
野
山
中
陣
屋
の

焼
き
打
ち
と
お
札
降
り

新
政
府
支
配
の

樹
立

明
治
二

年
の

新
政
府
支
配
の

実
態

二

　
農

村
多
摩
郡
三

輪
村
外
四
か
村
の

農
業

高
座
郡
相
原
村
外
七
か
村
の

農
業

津
久
井
郡
上
川
尻
村
の

農
業
経
営

愛
甲
郡
中
津
川
沿
い

の

諸
村

田
代
村
と
三

増
村

厚
木
町
と
周
辺
の

諸
村

第
四
節
　
相
模
川
以
西
の

四
郡

一

　
大
住
・

淘
綾
郡
の

水
田
沿
海
地
帯

愛
甲
郡
と
の

対
比

花
水
川
水
田
地
帯

淘
綾
郡
沿
海
部

高
麗
村
の

農
具
市

二

　
内
陸
畑
作
地
帯

煙
草
作
地
帯
－
足
柄
上
郡
萱
沼
・

土
佐
原
村

大
住
郡
土
屋
村

三
　
酒
匂
川
沿
岸
平
野

足
柄
上
郡
狩
野
・

中
沼
村

四
　
箱
根
山
間
部
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足
柄
下
郡
大
平
台
村

第
二

章
　
維
新
期
の

商
品
流
通
と
交
通

第
一

節
　
居
留
地
貿
易
の

展
開

一

　
居
留
地
貿
易
体
制
の

形
成

明
治
維
新
と
横
浜
貿
易

外
商

外
商
の

優
位
性

売
込
商
・

引
取
商

貿
易
関
連
機
構
の

形
成

二

　
初
期
の

輸
出
貿
易

輸
出
品
の

構
成

生
糸
輸
出

製
茶
輸
出

蚕
種
輸
出

三

　
初
期
の

輸
入
貿
易

輸
入
品
の

構
成

綿
織
物
輸
入

綿
糸
輸
入

毛
織
物
・

交
織
物
輸
入

砂
糖
輸
入

四
　
貿
易
政
策
と
横
浜
貿
易

五
品
江
戸
廻
し
令

横
浜
鎖
港
問
題
と
生
糸
規
制

明
治
政
府
の

蚕
糸
規
制
政
策

横
浜
生
糸
改
会
社

蚕
種
恐
慌
と
蚕
種
紙
買
入
所

第
二

節
　
明
治
初
年
の

内
陸
輸
送

一

　
宿
駅
制
度
の

廃
止
と
各
駅
陸
運
会
社
の

設
立

宿
駅
制
度
の

改
廃

各
駅
陸
運
会
社
の

設
立

二

　
神
奈
川
・

足
柄
県
下
の

陸
運
会
社

宿
駅
制
廃
止
時
の

県
域

甲
州
街
道
の

陸
運
会
社

脇
往
還
の

陸
運
会
社

横
浜
の

陸
運
会
社

三
　
新
道
開
拓
の

出
願

物
流
の

変
化
と
新
道
開
拓
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第
三

節
　
鉄
道
の

創
業

一

　
外
国
人
に
よ
る
建
設
計
画

ウ
エ

ス

ト
ウ
ッ

ド
の

出
願

ポ
ー
ト
マ

ン

に

対
す
る
免
許

二

　
政
府
の

建
設
構
想
と
横
浜
に

お
け
る
資
金
調
達
計
画

ブ
ラ
ン

ト
ン

の

進
言

政
府
の

構
想
と
資
金
調
達
計
画

三

　
神
奈
川
海
岸
の

埋
立
工

事

工

事
の

開
始

神
奈
川
築
堤
の

埋
立
て

四
　
工
事
完
成
と
開
業
式

工

事
の

完
成

開
業
式

五
　
京
浜
間
鉄
道
の

効
用

運
輸
営
業
の

開
始

鉄
道
の

効
用

第
三
章
　
土
地
制
度
の

改
革

第
一

節
　
市
街
地
へ

の

地
券
交
付
と
地
租
改
正

一

　
横
浜
市
街
地
へ

の

地
券
交
付

横
浜
市
街
地
の
土
地
所
有
関
係

陸
奥
の

市
街
地
地
券
交
付
建
言

明
治
四
年
十
月
陸
奥
の

地
券
交
付
方
式

関
内
町
地
へ

の

地
券
交
付

地
券
税
法
へ

の

変
換

一

八
七
三

年
大
火
跡
地
の

地
価
再
調
査

「
沽
券
」
交
付
後
の

状
況

市
街
地
地
租
改
正
の

実
施

二

　
小
田
原
・

箱
根
宿
等
市
街
地
へ

の

地
券
交
付

足
柄
県
下
の

市
街
地

小
田
原
へ

の

地
券
交
付

箱
根
宿
等
へ

の

地
券
交
付

小
田
原
市
街
の

地
租
改
正
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第
二

節
　
郡
村
地
へ

の

壬
申
地
券
交
付

一

　
旧
神
奈
川
県
で
の

地
券
交
付

地
所
永
代
売
買
解
禁
と
地
券
交
付

神
奈
川
県
で
の

地
券
交
付
着
手

「
田
畑
其
外
直
段
書
上
帳
」
の

作
成

「
高
反
別
其
外
取
調
書
上
帳
」
の

作
成

地
代
金
の

算
定

地
券
の

交
付

地
引
絵
図
の

調
製

二

　
足
柄
県
で
の

地
券
交
付

地
券
交
付
の

着
手

小
前
一

筆
限
帳
の

作
成

地
引
絵
図
の

作
成

地
券
の

交
付

柏
木
権
令
の

地
税
法
改
正
建
言

第
三

節
　
地
租
改
正
の

実
施

一

　
改
租
事
業
の

着
手

神
奈
川
・

足
柄
両
県
で
の

着
手

旧
神
奈
川
県
で
の

地
引
絵
図
編
製

野
帳
の

作
成（
反
別
調
査
）

足
柄
県
で
の

地
引
帳
作
成（
反
別
調
査
）

二

　
地
価
決
定
作
業

神
奈
川
県
で
の

小
作
米
金
調
査

小
作
米
金
に

よ
る
地
位
等
級
の

編
成

関
東
諸
府
県
共
通
方
式
に
よ
る
地
価
調
査
の

開
始

旧
神
奈
川
県
へ

の

足
柄
県
併
合

模
範
村
で
の

地
位
等
級
検
査

旧
足
柄
県
で
の

地
位
等
級
設
定

収
穫
・

地
価
の

決
定

改
租
の

結
果

第
四
章
　
維
新
期
の

神
奈
川
県
財
政

第
一

節
　
県
財
務
機
構
の

整
備

一

　
県
行
財
政
機
構
の

特
徴
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対
内
・

対
外
の
二

重
行
政
機
構

中
央
官
庁
機
能
の

代
行

二

　
県
行
財
政
機
構
の

縮
小
・

整
備

沿
革

租
税
課
な
ど

第
一

－
六
課

第
二

節
　
定
額
金
の

制
度
と
実
態

一

　
定
額
金
の

制
度

初
期
の

定
額
金
制
度
適
用
除
外

定
額
金
制
度
の

採
用

予
備
金
制
度
の

特
殊
性

為
替
方
の

機
能

二

　
定
額
金
の

実
態

定
額
金
勘
定

各
勘
定
科
目
の

性
質

定
額
常
費
・

額
外
常
費
の

収
支
部
門

本
庁
の

定
額
常
費
内
訳

本
庁
の

額
外
常
費
内
訳

土
木
費
・

警
察
費
な
ど

第
三

節
　
県
内
の

国
税
と
県
税
等

一

　
国

税
種
類
と
徴
収
額

二

　
県

税
種
類
と
徴
収
額

賦
金

歩
合
金

民
費

第
四
節
　
県
・

区
町
村
の

経
費

一

　
県
の

経
費

県
の

経
費

二

　
区
町
村
の

経
費

民
費
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第
二

編
　
明
治
前
期
の

神
奈
川
県
経
済

第
一

章
　
地
租
改
正
後
の

経
済
発
展

第
一

節
　
農
林
水
産
業
の

近
代
的
再
編

一

　
地
租
改
正
期
の

土
地
問
題

明
治
維
新
の

変
革
と
農
業

地
租
改
正
後
の

地
価
修
正

地
租
改
正
前
後
の

質
地
紛
争

真
土
村
騒
擾

山
林
の

官
民
有
区
分
の

結
果

木
曽
・

根
岸
村
秣
場
騒
擾

二

　
勧
業
政
策
の

展
開

勧
業
課
・

勧
業
掛
の

設
置

初
期
の

勧
業
着
手
状
況

横
浜
牧
畜
会
社

相
模
原
開
田
計
画

仙
石
原
勧
業
試
験
牧
場
・

耕
牧
舎

初
期
勧
業
政
策
の

性
格

共
進
会
等
の

開
催

三

　
養
蚕
業
の

発
展

養
蚕
業
発
展
の

概
観

養
蚕
業
の

地
域
的
性
格

不
況
後
の

養
蚕
業

武
相
蚕
糸
協
会
の

設
立

蚕
糸
業
組
合
の

設
立

直
輸
出
政
策
と
蚕
糸
業
組
合

四
　
明
治
十
年
代
後
半
の

不
況
と
農
業

物
価
の

低
落

負
債
の

激
増

在
村
地
主
の

動
向

農
民
の

窮
乏
と
大
地
主
の

成
長

五
　
漁
業
の

再
編
と
製
塩

漁
場
の

再
編

漁
業
の

地
帯
区
分

東
京
内
湾
漁
業

三

崎
と
そ
の

周
辺
の

漁
業

相
模
灘
の

漁
業

塩
田
の

存
続

第
二

節
　
在
来
工
業
の

展
開
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一

　
農
村
工
業
と
都
市
雑
工

業
の

勃
興

明
治
前
期
の

県
内
加
工
業

二

　
製
糸
・

撚
糸
お
よ
び
織
物
業
の

発
展

製
糸
業
の

勃
興

撚
糸
・

織
物
業
の

発
展

三

　
煙
草
製
造
業

秦
野
煙
草
の

発
展

四
　
醸
造
業

醸
造
高
の

推
移

県
内
の

産
地

五
　
雑
工
業

横
浜
周
辺
の

加
工
業

第
三

節
　
近
代
工

業
の

形
成

一

　
幕
末
期
の

工
業

黒
船
来
航
と
浦
賀
造
船
所

石
川
島
造
船
所
の

設
立

佐
賀
藩
と
薩
摩
藩

戸
田
の

君
沢
形
建
造

長
崎
製
鉄
所
の

開
設

横
浜
製
鉄
所
の

建
設

横
須
賀
製
鉄
所
の

設
立

二

　
明
治
前
期
の

重
工
業

横
須
賀
造
船
所
の

経
営

横
浜
製
鉄
所
の

経
営

浦
賀
お
よ
び
石
川
島
造
船
所
の

動
向

民
営
石
川
島
造
船
所
の

創
立

横
浜
船
渠
会
社
の

設
立

第
四
節
　
労
働
市
場
の

形
成
と
労
働
者
状
態

一

　
明
治
前
期
に
お
け
る
労
働
市
場
の

形
成
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近
代
的
労
働
市
場
の

形
成
と
マ

リ
ア
＝

ル

ス

号
事
件

都
市
人
口

の

増
加
と
農
民
分
解

工

場
労
働
者
の

蓄
積

二

　
繊
維
工

業
の

労
働
市
場

製
糸
業
を
中
心
と
し
た
発
達

三
　
そ
の

他
の

軽
工
業
な
ど
の

労
働
市
場

煙
草
工
業
の

労
働
者

再
製
茶
工

場
の

労
働
者

建
築
・

建
設
業
の

労
働
者

運
輸
業
の

労
働
者

四
　
重
工
業
の

労
働
市
場

横
須
賀
造
船
所
に

お
け
る
労
働
力
の

編
成
と
養
成

鋼
船
の

建
造
と
職
種
構
成
の

変
化

五
　
労
働
市
場
の

形
成
と
労
働
者
の

状
態

労
働
者
の

類
型
と
賃
金
水
準

貧
窮
や
犯
罪
の

増
加

第
二

章
　
近
代
的
流
通
機
構
の

形
成

第
一

節
　
交
通
機
関
の

整
備
と
商
品
流
通
の

発
展

一

　
東
海
道
線
の

延
長
と
横
須
賀
線
の

建
設

新
橋
－
横
浜
間
の

改
良

東
海
道
線
の

延
長

横
須
賀
線
の

建
設

二

　
神
奈
川
－
八
王
子
間
鉄
道
の

計
画

八
王
子
鉄
道
論

民
間
の

計
画
と
政
府
の

対
応

三
　
車
輛
交
通
の

増
大

馬
車
輸
送
の

登
場

人
力
車
の

普
及

馬
車
取
締
規
則
の

制
定

四
　
鉄
道
貨
物
取
扱
業
の

誕
生

鉄
道
貨
物
輸
送
の

開
始

三

井
組
の

鉄
道
貨
物
取
扱
い
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五
　
河
川
舟
運
と
渡
船
・

渡
橋

鶴
見
川
の

舟
運

渡
船
と
渡
橋

第
二

節
　
貿
易
機
構
の

整
備

一

　
売
込
商
体
制
と
直
貿
易

資
本
主
義
の

発
達
と
横
浜
貿
易

連
合
生
糸
荷
預
所
事
件
の

発
生

商
権
回
復
運
動
の

内
部
矛
盾

連
合
生
糸
荷
預
所
事
件
の

結
末

直
貿
易
の

発
達

二

　
明
治
前
期
の

輸
出
入
動
向

輸
出
品
の

構
成

生
糸
・

絹
製
品
・

茶
の

輸
出

輸
入
品
の

構
成

第
三

節
　
金
融
機
構
の

形
成

一

　
横
浜
為
替
会
社

横
浜
出
張
商
法
司
の

機
能

横
浜
出
張
通
商
司
の

機
能

横
浜
為
替
会
社
の

設
立

横
浜
為
替
会
社
の

経
営

二

　
第
二

国
立
銀
行

第
二

国
立
銀
行
の

設
立
経
過

第
二

国
立
銀
行
の

初
期
の

経
営

三

　
「
国
立
銀
行
条
例
」
の

改
正
と
県
下
の

国
立
銀
行

県
下
国
立
銀
行
の

設
立

横
浜
第
七
十
四
国
立
銀
行
の

設
立
経
過

県
下
国
立
銀
行
の

経
営
状
態

国
立
銀
行
の

預
金
銀
行
へ

の

転
形

四
　
私
立
銀
行
・

銀
行
類
似
会
社
の

設
立

県
下
私
立
銀
行
・

銀
行
類
似
会
社
の

概
観

県
下
私
立
銀
行
・

銀
行
類
似
会
社
の

経
営

第
三
章
　
三
新
法
期
の

神
奈
川
県
財
政
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第
一

節
　
三

新
法
と
三

部
経
済
制

一

　
三

新
法

郡
区
町
村
編
制
法

府
県
会
規
則

地
方
税
規
則

二

　
三

部
経
済
制

三

部
経
済
制
へ

の

動
き

地
方
経
済
郡
区
分
離
条
例

三

府
神
奈
川
県
区
郡
部
会
規
則

県
会
区
部
会
郡
部
会
議
定
事
件
分
別
条
例

三

部
経
済
制
導
入
の

意
義

九
〇
年
府
県
制
と
三

部
経
済
制
の

否
認

九
二

年
改
正
に
よ
る
三

部
経
済
制
の

規
定

第
二

節
　
県
の

財
務
機
構

一

　
予
算
編
成
機
構

七
八
年
の

事
務
章
程
と
予
算
担
当
部
課

八
〇
年
六
月
改
正

八
〇
年
十
月
改
正
と
庶
務
課
取
調
掛
の

設
置

調
査
課

八
三

年
調
査
科
へ

編
成
替
え

調
査
課
の

復
活

こ

れ
ま
で
の

機
構
整
備
の

意
義

八
六
年
の

地
方
官
官
制
と
県
財
務
機
構

九
〇
年
の

改
正
地
方
官
官
制
に
よ
る
財
務
機
構

二

　
徴
税
機
構

前
史

租
税
課
の

業
務

国
税
徴
収

地
方
税
の

賦
課
と
徴
収

七
八
年
十
月
改
正

八
〇
年
六
月
お
よ
び
十
一

月
改
正

調
査
課
と
地
方
税
掛

収
税
課
設
置

地
方
官
官
制
と
収
税
部

地
方
官
官
制
改
正
と
直
税
署
・

間
税
署

地
方
官
官
制
改
正
と
収
税
部

収
税
部
廃
止

第
三

節
　
県
財
政
の

実
態

一

　
歳

入
県
全
体
の

歳
入

郡
部
の

歳
入

区
（
市
）
部
の

歳
入
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二

　
歳

出
県
全
体
の

歳
出

三

部
の

歳
出
分
担

連
帯
支
弁
の

歳
出
と
そ
の

負
担
割
合

郡
部
の

歳
出

区（
市
）部
の

歳
出

第
三
編
　
明
治
後
期
の

神
奈
川
県
経
済

第
一

章
　
工
業
の

発
展

第
一

節
　
県
下
産
業
発
展
の

趨
勢
と
特
色

一

　
明
治
後
期
の

諸
産
業
の

動
向

流
入
人
口

の

増
大

農
業
生
産
の

停
滞

商
工
部
門
の

増
伸

商
・

工
業
の

資
本
金
額

二

　
県
内
の

地
域
的
特
色

行
政
区
の

変
遷

人
口

増
加
の

地
域
別
動
向

農
業
生
産
の

動
向

三

　
明
治
後
期
の

県
内
企
業

銀
行
・

商
業
会
社
の

発
展

工
業
化
の

進
展

一

九
〇
〇
年
代
の

新
設
工
場

内
陸
工

業
の

動
向

第
二

節
　
重
工

業
の

発
展

一

　
日

清
戦
争
後
の

重
工
業

海
軍
工
廠
の

成
立

横
浜
船
渠
の

経
営

石
川
島
造
船
所
の

浦
賀
進
出

浦
賀
船
渠
の

開
業

二

　
日
露
戦
争
後
の

重
工

業

海
軍
工
廠
の

発
展

横
浜
船
渠
の

好
調

浦
賀
船
渠
の

不
振

川
崎
へ

工
場
進
出

埋
立
地
の

造
成

日

本
鋼
管
の

創
立
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第
三

節
　
労
働
市
場
の

展
開
と
労
働
者
状
態

一

　
明
治
後
期
に

お
け
る
労
働
市
場
の

展
開

近
代
的
労
働
市
場
の

展
開
と
労
働
組
合
期
成
会

横
浜
を
中
心
と
し
た
人
口

増
加

農
家
と
農
業
人
口

の

動
向

貿
易
・

商
業
な
ど
の

発
展

工
場
労
働
者
の

増
加
と
重
化
学
工
業
化

家
内
工

業
の

発
展
と
停
滞

二

　
重
工

業
の

労
働
市
場

重
化
学
工
業
の

発
展

熟
練
工
な
ど
の

不
足
と
労
働
力
移
動

賃
金
上
昇
と
官
民
格
差

賃
金
変
動
と
労
働
時
間

旧
型
熟
練
の

解
体
と
技
能
養
成

親
方
請
負
制
の

解
体
と
直
接
管
理
方
式

三
　
繊
維
工
業
の

労
働
市
場

製
糸
業
の

発
展
と
停
滞

製
糸
女
工
と
寄
宿
舎
生
活

製
糸
女
工
の

賃
金
と
労
働
時
間

絹
綿
紡
績
工

場
と
労
働
条
件

そ
の

他
の

繊
維
業
の

状
況

四
　
港
湾
荷
役
な
ど
の

労
働
市
場

横
浜
市
内
の

港
湾
労
働
者

下
層
雑
業
層
の

生
活
状
態

五
　
労
働
者
状
態
と
労
働
運
動

職
工
・

職
人
な
ど
の

賃
金
変
動
と
生
活
状
態

労
働
争
議
の

頻
発
と
労
働
組
合
の

結
成

労
働
争
議
の

主
体
と
成
果

女
子
労
働
者
の

抵
抗
と
移
動

第
二

章
　
明
治
後
期
の

農
業

第
一

節
　
商
品
生
産
発
展
の

地
域
的
性
格

一

　
三

多
摩
分
離
後
の

県
農
業

多
摩
地
方
の

分
離

多
摩
分
離
後
の

県
下
農
業
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二

　
横
浜
周
辺
五
郡

水
田
裏
作
と
谷
戸
田

馬
鈴
薯
と
片
栗
粉
製
造

三

浦
大
根
・

梨
・

桃

西
洋
野
菜
な
ど

麦
稈
真
田
・

経
木
真
田

三
　
内
陸
養
蚕
地
帯

副
業
と
し
て
の

養
蚕

麦
の

商
品
化

甘
藷
栽
培
の

発
展

四
　
相
模
川
以
西
三
郡

裏
作
水
田
と
煙
草
栽
培

落
花
生
栽
培
の

拡
大

蜜
柑
経
営
発
展
の

端
緒

五
　
農
家
養
豚
の

発
展

豚
飼
育
の

急
増

副
業
と
し
て
の

養
豚

鎌
倉
ハ

ム

第
二

節
　
地
主
制
下
の

農
家
経
済

一

　
地
主
制
の

成
立

大
地
主
の

成
立

在
村
地
主
の

動
向

地
主
と
し
て
の

自
覚

二

　
農
家
経
済

在
村
の

地
主
層

小
作
農
の

生
活

自
作
・

自
小
作
農
の

存
在
形
態

横
浜
近
郊
の

自
小
作
農
家

農
民
生
活
の

変
化

第
三

節
　
農
業
団
体
の

結
成
と
農
事
改
良
政
策
の

展
開

一

　
農
会
と
農
事
試
験
場

神
奈
川
県
農
会
の

成
立

農
事
試
験
場
の

設
置

農
事
試
験
場
の

役
割

二

　
農
事
改
良
政
策
の

展
開
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農
政
の

基
調

日
露
戦
後
の

農
事
改
良

耕
地
整
理
の

進
捗
状
況

共
同
苗
代
の

実
施
状
況

第
三
章
　
貿
易
・

金
融
の

発
展

第
一

節
　
条
約
改
正
と
横
浜
貿
易

一

　
条
約
改
正
と
商
権
回
復

横
浜
貿
易
の

発
展

生
糸
売
込
商
の

活
動

生
糸
直
輸
出
の

拡
大

製
茶
売
込
商
と
陶
磁
器
売
込
商

直
貿
易
の

拡
大

二

　
明
治
後
期
の

輸
出
入
動
向

輸
出
品
の

構
成

生
糸
・

絹
織
物
の

輸
出

輸
入
品
の

構
成

第
二

節
　
貿
易
金
融
の

発
展

一

　
明
治
前
期
の

貿
易
金
融

洋
銀
騰
貴
防
止
政
策
の

展
開

貿
易
金
融
機
関
設
立
の

要
請

二

　
横
浜
正
金
銀
行
の

設
立

銀
行
設
立
の

動
機

創
立
願
の

提
出

銀
行
の

開
業
許
可

正
金
銀
行
の

資
本
構
成

三
　
横
浜
正
金
銀
行
の

初
期
の

性
格

外
国
為
替
制
度
の

内
容
と
意
義

経
営
の

行
詰
り

四
　
経
営
の

改
善
と
「
横
浜
正
金
銀
行
条
例
」
の

制
定

経
営
の

改
善

経
営
の

発
展

横
浜
正
金
銀
行
条
例
の

制
定

五
　
明
治
後
期
の

横
浜
正
金
銀
行

業
績
の

推
移

政
府
・

日

本
銀
行
と
の

関
係

外
債
の

発
行
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第
三

節
　
明
治
後
期
の

地
方
銀
行

一

　
普
通
銀
行
の

発
展

銀
行
条
例
の

制
定
と
普
通
銀
行
の

発
展

普
通
銀
行
の

設
立
ブ
ー
ム

普
通
銀
行
経
営
の

特
質

普
通
銀
行
の

動
揺
と
合
併

二

　
貯
蓄
銀
行
の

発
展

貯
蓄
銀
行
条
例
の

制
定

神
奈
川
県
下
の

貯
蓄
銀
行

三
　
神
奈
川
県
農
工
銀
行
の

設
立
と
そ
の

性
格

不
動
産
金
融
機
構
設
立
の

理
念

神
奈
川
県
農
工
銀
行
の

設
立

神
奈
川
県
農
工
銀
行
の

経
営
上
の

性
格

四
　
そ
の

他
の

金
融
機
関
の

発
展

庶
民
金
融

保
険
業

第
四
章
　
海
陸
交
通
の

発
展

第
一

節
　
官
私
鉄
道
の

発
達
と
特
色

一

　
東
海
道
線
の

輸
送
力
増
強
と
京
浜
電
気
鉄
道

改
良
工

事
と
輸
送
力
増
強

京
浜
電
気
鉄
道
の

建
設
と
延
長

二

　
横
浜
鉄
道
の

建
設

横
浜
－
八
王
子
間
鉄
道
の

競
願

横
浜
鉄
道
の

建
設
と
開
業

三

　
小
田
原
電
気
鉄
道
と
大
日

本
軌
道

小
田
原
馬
車
鉄
道
の

開
業

小
田
原
電
気
鉄
道
の

開
業

豆
相
人
車
鉄
道

熱
海
鉄
道
と
大
日
本
軌
道

四
　
江
ノ

島
電
気
鉄
道
と
湘
南
馬
車
鉄
道
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江
ノ

島
電
気
鉄
道

湘
南
馬
車
鉄
道

第
二

節
　
鉄
道
時
代
の

道
路
輸
送

一

　
近
距
離
道
路
輸
送
の

増
大

鉄
道
時
代
の

進
展

乗
合
馬
車
・

馬
力
・

荷
車
の

増
加

自
転
車
・

自
動
車
の

登
場

二

　
街
路
・

車
輛
取
締
規
則
の

制
定

一

八
八
〇
年
代
末
の

取
締
規
則

明
治
後
期
の

取
締
規
則

三
　
道
路
の

建
設
と
改
修

道
路
の

建
設
・

改
修
坪
数

経
費
の

負
担
区
分

四
　
河
川
舟
運
の

衰
退

県
内
河
川
の

舟
路

河
川
舟
運
の

推
移

第
三

節
　
港
湾
施
設
の

拡
充

一

　
開
国
後
の

港
湾
情
勢

開
港
後
の

横
浜
港

東
京
築
港
案
と
対
立

パ

ー
マ

ー
の

築
港
計
画
案

二

　
パ

ー
マ

ー
築
港
計
画
案
の

採
択

パ

ー
マ

ー
案
の

審
査

内
務
省
デ
レ

ー
ケ
案
に

賛
成

外
務
省
の

築
港
政
策

パ

ー
マ

ー
の

反
批
判

外
相
大
隈
の

勝
利

三
　
第
一

期
築
港
工

事
の

完
成

防
波
堤
の

築
造

防
波
堤
の

崩
壊

工
事
の

完
成

四
　
第
二

期
築
港
工
事
の

完
成
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